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樹状細胞ワクチン技術に関する論文が 

「International Immunopharmacology」に掲載されました 
 

株式会社メディネットが提供する「セル・ローディング・システムを用いた樹状細胞ワクチンi技術」の有用
性を示す研究成果について、学術誌「International Immunopharmacology」に掲載されましたので、お知ら
せします。「International Immunopharmacology」は、世界中の免疫学・薬理学分野の研究者から多く引用
される国際学術誌です。 
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米国 MaxCyte 社と共同で実施した本研究では、セル・ローディング・システムを用いて、細胞に電気刺
激を与えて小さな穴をあけ、そこからたんぱく質（抗原）を取り込ませることで、従来の方法に比べて、抗原
取り込み能力が最大 20 倍高まることが確認されました。また、この結果によって、同技術の選択がより有
益な治療効果を得られる可能性が示唆されました。 

本治療技術は、当社がアジア・パシフィック地域に独占実施権を有しております。 
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i 樹状細胞ワクチン療法 
 樹状細胞（DC：Dendritic Cells）は、がん細胞に由来するたんぱく質(抗原たんぱく)を貪食し、がん抗
原としてT リンパ球に提示することにより、がん細胞を特異的に攻撃する細胞傷害性T 細胞（CTL）を
誘導します。樹状細胞ワクチン療法は、この働きを利用した免疫細胞治療の一種で、患者体内でCTL 
を誘導し、がん細胞を特異的に攻撃させる治療技術。 
   当社は、ゾレドロン酸による感作と、米国MaxCyte 社のセル・ローディング・システム技術を組み合
わせることで、従来法と比べ、DC のがん抗原取り込み効率および細胞傷害性Ｔ細胞（CTL）の誘導を
大幅に向上させる樹状細胞ワクチンの作製技術を開発し、実用化しています。（特許取得済み） 
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